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沖
縄
戦
が
始
ま
る
一
年
前
の
一
九

四
四
年
（
昭
和
十
九
）、
西
原
村
字
小

那
覇
で
日
本
軍
の
飛
行
場
建
設
が
始

ま
り
ま
し
た
。
名
称
は
沖
縄
東
飛
行

場
。
建
設
に
は
多
く
の
住
民
が
動
員

さ
れ
ま
し
た
が
、
同
年
の
十
・
十
空
襲

で
爆
撃
を
受
け
、
建
設
が
中
止
さ
れ

た
ま
ま
沖
縄
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
終

戦
後
は
、
米
軍
が
与
那
原
飛
行
場
（
住

民
は
西
原
・
小
那
覇
飛
行
場
）
と
呼
び
、

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
）
ま
で
使

用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
字
津
花
波

に
は
、
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
十
四
）

頃
ま
で
米
軍
の
弾
薬
庫
が
あ
り
ま
し

た
。

　

基
地
が
返
還
さ
れ
、
戦
後
復
興
が

進
む
な
か
、
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
十

八
）
十
二
月
五
日
、
西
原
で
恐
ろ
し
い

事
故
が
起
き
ま
し
た
。
字
小
那
覇
に

米
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
墜
落
、
炎

上
し
た
の
で
す
。
事
故
現
場
の
付
近

は
工
業
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
一
歩

あ
や
ま
れ
ば
大
惨
事
は
免
れ
な
い
状

況
で
し
た
。

　

西
原
村
で
は
、
こ
の
事
故
の
約
三

か
月
前
に
も
字
池
田
で
米
軍
の
ヘ
リ

が
事
故
を
起
こ
し
て
お
り
、
度
重
な

る
事
故
に
住
民
は
不
安
と
怒
り
を
あ

ら
わ
に
し
ま
し
た
。
村
側
も
早
急
に

臨
時
議
会
を
開
催
し
、「
村
民
の
生
命

を
軽
視
し
て
い
る
。
断
じ
て
許
す
こ

と
は
で
き
な
い
。」
と
抗
議
文
を
全
会

一
致
で
採
択
。
宮
平
村
長
は
じ
め
、

村
議
会
議
員
な
ど
が
普
天
間
マ
リ
ン

航
空
基
地
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

屋
良
知
事
な
ど
に
善
処
法
を
要
請
し

ま
し
た
。

　

本
土
復
帰
か
ら
一
年
後
に
起
き
た

こ
の
事
故
は
、
沖
縄
が
〝
日
本
〞
に

な
っ
て
も
基
地
の
影
響
が
な
く
な
ら

な
い
と
感
じ
さ
せ
る
一
件
で
あ
る
と

と
も
に
、
基
地
の
な
い
西
原
で
も
基

地
被
害
は
起
こ
り
う
る
こ
と
を
示
す

形
と
な
り
ま
し
た
。

墜落したヘリに近寄る人々




